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三菱化成生命科学研究所発生生物学研究室内 



事務局よりのおねがい 

T. 会費納入のお 願い 

学会の会計が 諸物価の値上り ，会費滞納などのため 大変苦しくなっていまず。 会 

費の納入に御協力下さい。 会費は同封赤色振替用紙にてお 払い込み下さい。 念のた 

め，年間会費は 6,000 円です。 

加入者名 日本発生生物学会 口座番号 東京 0 一 8 1 6 5 1 

2. 現在 DGD の基金を募集中です ( サーキュラ ー No.22 参照 ) 

1  口 1.000 円 (1 人河口でも 可 ) 

払込先 郵便振替 東京 0 一 8 1 6 5 1  日本発生生物学会 

( 振替用紙の裏 面に "DGD 基金 " と記入して下さい ) 

3.  サーキュラ ー への投稿おねがい 

学会員相互の 交流のためいろいろな 話題をお よせ 下さい。 学問上のこと ( たとえ 

ぱ ，意見の交流を 求める話題の 提供， ト " ピクス の紹介，国際会議の 様子，など ) 。 

研究室の紹介，学会への 意見などいろいろあ ると思います。 ふるって投稿して 下さ 

い。 

なお，原稿は 事務局庶務幹事あ て， お 送り下されば ，幸いです。 
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1  日本発生生物学会・ 節竹田大会のお 知らせ 

日本発生生物学会第 Hl 回大会は本年 5 月，三島市公会堂において 行なわれます。 大会の日程と 

参加，講演申込の 要領や宿泊その 他についてはつぎの 通りですので ，多数ご参加くださいまずよ 

う お待ちしております。 

1. 期 日 昭和 5.@ 年 5 月 24 日 ( 水 ), 25 日 ( 木 ), 26 日 ( 金 ) の 3 日間 

2.  会 場 

3.  日 程 

三島市一番町 20 三島市公会堂 ( 国鉄三島 駅 より徒歩 5 分 ) 

 
  

 

 
 

日 程 
  
午 一リ 冊 

  
午 後 

  
夜 

5 月 24 日 ( 水 ) 一 般 講 演 一 般 講 演 

第一日 

懇 親 会 

5 月 25 日 ( 木 ) 一 般 講 演 一 般 講 演 
的射二日 

招 待 講 演 

5 月 26 日 ( 金 ) 一 般 講 演 総会・シソポジウム 
め 朱三日 

4. 参加申し込み 

参加希望者はサーキ " ラ 一同封の参加申込 票 に必要事項をご 記入の上， 3 月 

20 日 ( 月 ) までに到着する よう ，大会準備委員会あ てお送りください。 講演 

なしで参加される 方も，この申込票は 必ずお送りください。 申込 票 発送と同 

時に大会参加費 3,000 円 C 但し，学生，院生は 2,000 円 ) を 3 月 20 日 ( 月 ) 

までに同封の 郵便振替にて 御 送金ください。 その際，通信欄に ，所属，氏名， 

講演の有無をご 記入ください。 なお振込 票 をもって，領収書にかえさせてい 

ただきます 0 

口座番号 : 東京 0-3 5 2 4 3   

加入者名 : 日本発生生物学会第 Hl 回大会 

5.  講演申し込み 

講演発表者は ，講演要旨をサーキ ， ヲ 一同封の原稿用紙に 記載の上，参加申 

込票 とともに 3 月 20 日 ( 月 ) までに到着する ょ 5 大会準備委員会あ てお送り 

ください。 

㈹ 講演要旨はそのまま 写真製版されますので ，誤字のないようにご 注意 く 

ださい。 また， ご 送付にあ たって原稿は 二つ折りにし ，厚紙をあ てて折れ 

曲らないようご 配慮ください。 

(2) 講演者は昭和 53 年度までの会費を 納入した会員に 限ります。 したがって ， 

会費未納の方および 非会員の方は 申込期日までに 所定の手続 き および会費 
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を 納入してください。 

(3) 講演は 1 人 1 題です。 但し共同研究者として 加わっておられる 場合は ， 

  

Ⅱ @@@@ 

  

この限りではあ りません。 共著でご発表の 場合は，発表者のみが 講演の申 

し込みの手続きをしてください。 なお共著の場合発表者の 氏名の右肩にⅩ 

印をつけてください。 

(4) 講演時間は討論を 含めて 1 題 20 分を予定しています。 

6. 招待講演 大会第 2 日， 5 月 25 日 ( 木 ) 夜 ，つぎのような 招待講演を予定しています。 

「 メ " センジャー RNA の構造と機能 

一一とくに キャ " プ 構造について 一一   

遺伝研・分子遺伝部長 三浦謹一郎氏 

ァ ． シンポジュウ ム 

大会第 3 日， 5 月 26 日 ( 金 ) 午後つぎのようなシソポジウムを 企画しました 0 

「発生，分化の 研究における 遺伝学的アプローチ」 

(1) 差次的遺伝子発現のモデルとしてのゾウ リ ムシ 

東北大・ 理 ・土 樋渡 宏一 

(2) キノコの子実体形成の 遺伝生化学的研究 

東 大・ 応微 砥 石川 辰夫 

㈲ ヒドラ間細胞 (Interstitial ce の欠失 株 について 

遺伝研・生 仏 杉山 勉 

  (4) シ， ウジ， ウバヱ における生殖細胞の 形成 

筑波大・ 生 岡田 盤古 

(5) マウスのテラト 一 ％ について   

遺伝研・生保 研 野口 武彦 

8. 宿泊案内 大会準備委員会としてはとくに 宿泊のお世話はいたしませんので ，お手数な 

がら各自で手続きをとってください。 国鉄三島駅は 新幹線「こだま」で 東京 

から 1 時間 ( 自由席特急料金ともで 2,400 円 ) 。 名古屋から 1 時間 40 分 ( 自 

出席特急料金ともで 4,000 円 ) 。 大阪から 3 時間 ( 自由席特急料金ともで 

6,600 円 ) です。 会場，三島駅周辺の 主なビジネス・ホテルは 下記のとおり 

です。 

(1)  ミシマプラザホテル 

〒 411  三島市末 町 14 一 31 シングル   
TEL(0559)72-2121 特別 6,600 円 ( クク ）） 

(2)  ミシマビジネスホテル 

〒 411 三島市寿町 14 円 1 シソグル 3,200 円 (  ク   
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T  E  L  (0559)7 ㌻ 01555  ツ イソ 

(3@  ミシマグラ ノ ドホテル 

  
〒 411 三島市大宮町 3-18-33  シソグル 3,800 円 (  ク ） 

T  E  L  (0559)75-4300  ッ イソ 6,800 円 (  ク ) 

9,800 円 (  ク ） 

和室 ( バス・食事 付 )   
10,000 円 (  ク ） 

(4)  ミシマ 雅叙園 観光ホテル 

〒 411  三島市南町 2 円 7 シソ グル A 4,070 円 ( ク ) 

T  E  L  (0559)71-1441  ( デラックス )B  4,800 円 ( 
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(5) 北 ロビジネスホテル「シマ 

〒 411 静岡県駿東郡長泉町下士 狩 33-1 

T  E  L  (0559)8 ト 16200  シングル A  3,000 円 ( 
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TEL(0559)72-7171 

｜ 

5,500 円 (  ク ) 
ツ イ ソ 

7,700 円 (  ク ) 

10 ． 大会連絡先 

〒 4 竹 静岡県三島市谷田 1, 竹 Ⅰ 

国立遺伝学研究所内 

日本発生生物学会第Ⅱ日大会準備委員会 

(T  E  L  0559-75-0771  内線 261) 

大会準備委員長 黒田 行 昭 

Ⅱ 第 18 回運営委員会報告 

第 18 回運営委員会が 1 月 9 日愛知会館で 行われた。 議事，報告下記の 通り。 

出 席 者 : 団 ( 会長 ), 大西，岡田，金谷，加藤，水野，米田，渡辺 

l 日事務局より : 石崎，石母田 

新事務局より : 田中，山崎 

議 事 : 1. 52 年度決算及び 53 年度暫定予算について ， 別表の通り承認されました。 
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2. 新 DGD 編集主幹及び 編集委員 (3 名 ) 選出，編集主幹は 岡田節人氏が 再 

選され，編集委員は J.C. 団 ，金谷，加藤 ( 淑 ) の 3 氏が選出されました。 

3.  10 年目の反省について 

江口吾朗 氏 ( 名犬・分子生物 ) に取りまとめ 役を一任することに 決まりま 

した。 

昭和 52 年度決算報告 

    支 出 

円 円 
前年度繰越金 2,959,659  編集局経費 1,824,058 

学 会 費 2,291,407  事務局経費 755,895 

DGU 売上げ 3,179,916 DGD 印刷製本質 4,824,900 

広 告 代 80 『 000 voI 18 N0.4 

単行本売上げ 1,374,460 
内訳   vol@19@No ． 1,636,800   

文部省助成金 1,310 ， 000  第 10 回大会講演要旨 集 印刷費 384,940 

DGD 充実のための 基金 41,000 サ - キュラ一印刷費 107,000 

団氏 記念論文著者負担金 ， 754,494  運営委員会経費 139,880 

  講演要旨名簿売上げ 代金 3,280  案 n1 回大会援助 費 70,000 

銀行利息 55,774  国際発生生物会議共催 費 150,000 

単行木 ( 受精の生物学 ) 諸経費 469,000 

郵便振替手数料 24,410 

  銀行手数料 2,050 

次年度繰越金 3,297,857 

  " @ - - ヰ 十 12,049,990     12,049,990 

，昭和 53 年度暫定予算案 

前年度繰越金 

学 会 費 

DGD 売上げ 51600 『 000 

広 告 代 

単行本売上げ 1,000 ， 000 

文部省助成金 

DGD 充実のための 基金 200,000 

銀行利息 70 『 0000 

会長運営委員選挙費用 50,000 

40,000 

5,000 

100,000 

DGD 年 6 回発行のための 準備金 

2,037rJ857 
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Ⅲ DGD の編集について 

1) 過日開かれました 日本発生生物学会委員会において ，岡田が引続 き DGD 編集主幹を担当す 

るよう 会長から指名を 受げました。 身に余る大役であ りますが， 1980 年までの 3 年間精々雑誌 

の発展のため 努力致したいと 存じます。 会員諸氏の御協力と 御支援の程を 引続き宜しくお 願い 

する次第であ ります。 

2)  学会会則の定めるところに よ り，委員会において 回 ジ ーソ ，加藤淑 裕 ，金谷晴夫の 3 氏が編 

集委員に選ばれました。 他の編集委員については 慎重考慮の上，主幹から 依頼をし，全部の 方 

々から快諾を 得ました。 1980 年までの編集委員は 次の通りであ ります。   

1978 年 -1980 年 DGD 編集委員 ( 順不同 ) 

団 亡子 千葉県館山市 香 832 (2994-03) 

藤田 哲也 京都府立医大，第二病理 京都市上京区河原町広小路 (602) 

古谷 雅樹 東大， 理 ，植物学   東京都文京区本郷 7 G13) 

金谷 晴夫 生物科学総合研究機構，基礎生物学研 岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 (444) 

加藤 淑 裕 三菱化成生命科学研 東京都町田市南大谷 11 号 (194) 

岡田 益吉 筑波大，生物科学 糸 茨城県新治郡横材大字妻木 字 元久保 

R.L.DeHaan  Dept. of  Anatomy, Emory  Univ,  Atlanta, Georgia, U,S.A   

鈴木 旺 名犬， 理 ，化学科生物化学 名古屋市千種区不老町 (46 の 

山名 清隆 光太， 理 ，生物学 福岡市東区箱 崎 (812) 

幹 事 

天野 実 広島大，総合科学部 広島市東千田町 1-1 円 9 (730)   

編集主幹 

岡田 節人 車夫， 理 ，生物物理 京都市左京区北白川追分町 (606) 

谷 晶代 ( 主幹秘書 )   

3)  すでに 1977 年の学会総会で 報告しました 通り， 1978 年から DGD 編集事務局は 従来の名古屋 

大学から広島大学へ 移転します。 印刷は以後，広島 在 「大学印刷」において 行なわれることに 

なります。 編集幹事は天野実氏が 担当されます。 小島 学氏 ( 老大 ) には過去 10 年の長きにわた 

って，編集幹事を 担当され nGn の発刊のために 献 心的な労をとってこられました。 その任を 

退かれるにあ たり，編集委員を 代表して心から 御礼中上げます。 

4)  DGD の将来計画として ，年 6 回刊行の可能性が 過去数年間に 編集委員会においてしばしば 

検討されてきました。 1977 年 11 月に開催されました DGD 編集委員会 ( 名 大菅 鳥 臨海実験所で 

開催 ) において，編集主幹から DGD の現状と，諸外国において 刊行されている 発生生物学関 

係の雑誌の刊行現状を 改めて説明し ， DGD の年 6 回刊行の議をはかりました。 編集委員会と 

しては 1979 年より年 6 回刊行する案を 学会委員会に 提出し，この 編集委員会案は 学会委員会で 

承認，されるところとなりました。 これは DGD の編集事業としてはもちろん ， 日本発生生物学 
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会の活動としても 画期的な転機であ り，会員一同の 充分な御理解をお 願い致します。 以下に， 

年 6 回刊行を実行するに 至った理由を 列記します。 

Ⅲ 過去 4 年間において 年間 40 篇以上の論文が 発表されており ，今後，最少年間 45 ～ 50 篇の論 

文を印刷する 準備を整えておくことの 必要性があ る。 

  

  

㈹ DGD は， い わゆる「速報誌」ではないが ，雑誌であ る限りその速報牲は 重要な要素であ 

り，出来るだ け ，受理から刊行までの 期間を短縮することは ，寄稿者はもちろん ，会員を含 

めた全読者への 責任であ る。 

              諸外国で刊行されている 発生生物学の 専門誌として 確立されているものがいくらかあ る 

が，い づれも，年 6 回以上の刊行であ る o DGD のみ年 4 回刊行で止まるのは ，速報性とい 

う見地からして 国際的な地位を 維持するためには 著しい ハ ソディキ ャ " プ となる。 

㈹ 現在， DGD 編集 仁伴 な 9 種々の事務上の 手続きが一応の 確立をみているので ，年 6 回 刊 

行 による事務上の 混乱は大きくないと 予測された。 

(v) 現在の学会の 経理状態からすると ， 1979 年からの年 6 回刊行のために 早急な会費値上げを 

必要としない ( 但し，物価上昇による 値上げの必要は 別 ) 。 以上の通りであ りまして， 1979 年 

(v01 21) 以後，一応， 1 号あ たり 7 ～ 8 篇の論文を掲載し 年 6 回刊行を目標としていま 

す 。 (DGD 編集主幹 岡田節人 記 ) 

lV  DGD 編集事務について 

(I)  DGD 編集事務局および 印刷所の広島移転の 機会に，寄稿者の 便宜をはかり ，あ わせて会 

員の理解を頂くため ，寄稿頂いた 論文が印刷されるまでの 過程を説明します 0 

1) 原稿が主幹へ 送られてくる ( 主幹から受領 書 発送 ) 一 つ 2) 主幹から reviewers へ 原稿コ 
ピーを送り意見をきく 一 つ 3) 「 eviewers の意見に従って 採択の可否を 主幹から著者へ 報告 
する。 必要な場合， reviewers の意見を付して 著者に改正を 求める。 改正 稿の re,review の 必 

要の有無はその 際，主幹から 著者に通知する。 一 9  4) 採択 可 となった原稿について ，編集 

面からの チ， " タな 行な う 。 また，主幹が 必要と認めた 場合は英文校正に 送付する。 ( この場 

合に行なわれた 改正は，原則として 著者に一々承認を 求めない。 但し，主幹が 必要と判断し 

たときは著者と 連絡する ) 一 9  5) 一つの号に掲載される 論文は，とりまとめて 編集事務局 
  
( 広島 ) へ 送る ( このことは著者に 通知される予定 ) 一 9  6) 編集事務局で 原稿は再整理さ 

れて印刷に付される - づ 7) 校正は原稿と 共に印刷所から 著者へ送られる 一 つ 8) 著者は校 
正を完了し編集主幹へ 送る一 つ 9) 編集主幹は校正を 再 チ，ック して印刷所へ 送り，雑誌は 
完成される。 

送付された原稿について 著者が問合わせを 必要とされる 場合，原稿が 上記の 5) までの段階 

にあ れば編集主幹 宛 ，それ以後の 段階にあ れば編集幹事 死 にお願いします。 

別刷，超過 頁 については著者と 印刷所との連絡にお 願いします。 今後は校正が 印刷所から 

送られる 際 ，そのための 必要書式が同封されます。 
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DGD 原稿についての 連絡先 : 

編集主幹 : 岡田節人 京都市左京区北自 川 京都大学理学部生物物理学教室 (606) 

TEL 075-751-2111  内線 4196 

主幹秘書 : 谷 晶代 同 上 

編集幹事 : 天野 実 広島市東千田町 1-1-89  広島大学綜合科学部 

TEL 0822-41-1221  内線 374 

印刷所 : 大学印刷 K.K. 広島市十日市町 2-3-23 

TE L 0822-31-4231 

(2) 最近，会員諸氏から 送られます原稿は よ く整備されており ，編集事務面に 困難が 殆 んどなく 

感謝しております。 重ねて次の諸点 ( これらは，いずれも 投稿規程 外 のことであ りますが ) に 

留意頂ける よう 御協力お願いします。 

け オリジナル とコピ -9 部とをテキスト・ ロ ・表などそれぞれについて 一式としてまとめて 

送って頂くと 整理上頗る好都合です。 

2)  テキストにタイトルページを 作って頂く必要はあ りません。 代りに上欄の 見出し， ( 「 un. 

njng title です ), 著者名とそのアドレス ( これは校正を 送るべき宛名です ) テキストの 頁 

数 ，図の説明の 枚数， 表 ，図の数を日本語で ( 「 unnjng title 以外 ) 記入した紙を 一枚付して 

頂くと便利です。 これは印刷所への 指示のものですから ，是非，日本語でお 願いします。 

3)  テキストのタイプは ， MateriaI and Method とか Res Ⅲ ts とかの項目ごとに 頁をかえず， 

ト タ イ ルから，文献までそのまま 続けて下さい。 お ょ その長さの見当をつげるためにその 方 

が 便利であ ります。 

4) 写真などを張りつげる 台紙は，なるべく 厚いものを避けて 下さい。 郵送料が著しく 高くな 

る上に，かえってシ フ になったり，折れたり サ ることがよくあ るよ う です。 

( 以上 DGD 編集主幹 岡田節人証 ) 

  
V  l0 年目の反省について 

運営委員会 (1978 年 1 月，名古屋 ) で，討議された 結果，具体的に 案をとりまとめ ，それを 集 

約して総会に 提議するためのとりまとめ 役を江口吾朗 氏 ( 名犬， 理 ・分子生物学 ) に，お願いする 

ことに決りました。 江口吾朗氏の 快諾を得ましたので ，会員からの 御意見を 3 月末までに，名古 

屋市千種区不老町，名古屋大学理学部，分子生物学施設，江口吾朗教授 宛 ， お 寄せ下さい。 

くわしくは，インフォメ - シ，ソ ・サーキュラ ー № 28 を御覧下さい。 

Ⅵ 国際発生生物学会への 加入のお願い 

国際発生生物学会は 1977 年に東京においてその 第 8 回国際会議を 行ない， 御 承知の通り非常な 

成功のうちに 終ることが出来ました。 この会を名実井に ，国際的に発生生物学研究者を 結集した 

ものにするべく ，多くの方々の 加入を学会としては 切に希望しております。 特に，わが国の 現状 
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と 実力は昨年の 大会においても ，強い印象を 諸外国の研究者に 与えたことであ り，また会長 Dr. 

A.A.Mnsmona は，わが国が 発生生物学の 関係では，世界中でも 最もよく整備された 日本発生生 

物学会といら 組織をもっていることに 注目し，連帯と 支援とを強く 希望しております。 今期は竹 

内 郁夫氏 ( 宗太 ) が国際発生生物学会委員として 新しく選出され ，私も及ばずながら 引続き委員 

として留任しており ，日本発生生物学会会員諸氏が ，国際発生生物学会の 活動にも関心と 連帯を 

おもち頂くことを 望んでおります。 

ふるって多くの 会員諸氏が国際発生生物学会にも 加入されることをお 誘いします。 加入必要用 

紙は岡田まで 請求下さればお 送りします。 加入手続きは 至って簡単であ ります。 

なお，年間会費はお 10.00 です。 会員には年 2 回 News letter が送られ発生生物学関係の 国際 

的な種々の会合などについての 情報が得られます。 もちろん，国際発生生物学会会議への 出席， 

会議での講演が 出来ます。 国際的な発生生物学関係の 雑誌であ る Developmental BioIogy, CeIl 

Differentiation を個人購読される 場合に割引きがあ ります。 ふるって多くの 方々が国際発生生物 

学会とも 御 加入下さる よう お願いする次第です。 

( 京都大学理学部 岡田節人証 ) 

Ⅶ 日中科学技術交流協会について 

日中科学技術支派協会が 設立 

昨年 12 月 17 日，日中科学技術交流協会が 日中両国科学者・ 技術者のあ いだの友好交流を 強化発 

展させることを 目的にこれまで 学術交流のため 訪中した科学・ 技術者 218 名の参加によって 設立 

されました。 

  

  

同協会は日中科学技術交流が 一層発展するためこの 目的に賛同する 科学・技術者の 入会を呼び 

かけています。 

入会ご希望の 方は下記 E お問合せ願います。 

日中科学技術交流協会 

〒 107  東京都港区赤坂 4-3-30  横川ビル 日中協会内 電話 03 (585) 871 

Ⅷ 事務局移転の 御挨拶 

昭和 53 年 1 月 1 日付にて，本学会事務局は ，三菱化成生命科学研究所に 移転 レ たしました。 会 

費 納入，その他の 御連絡，お間合わせは 三菱化成生命 研 あ てお願いいたします。 

記 

新事務局 : 東京都町田市南大谷 11 号 ( 〒 194) 

三菱化成生命科学研究所発生生物学研究室内 

TEL 0427-26-1211 ( 内線 294) 

事務局新役員 : 幹事長 加藤淑 裕 庶務幹事 田中省二 会計幹事 山崎君江 

郵便振替口座 : 加入者名 日本発生生物学会 口座番号 東京 0-8 1 6 5 1 
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Ⅸ 全 

く 新入会員 ノ 

和合 治久 埼玉医科大・ 医 

山台友一朗 千葉大。 医 ・第 2 解剖 

員 異 動 

①免疫担当細胞の 発生と分化神経系の 発生と行動 

の発現 

②ニワトリ胎児，； イコ，ガ 

①組織細胞の 増殖調節機構組織再生における 構造 

の再構成 

  
  

② chick embryo, mouse 

堀田 凱樹 東大・ 理 ・物理 ①神経系および 筋肉の遺伝発生 

② シ， ウジ， ウバヱ (Drosop Ⅲ a) 

福田珠美子 東大・ 理 ・動物 ① トリ の肝臓の発生 

@Japanese@ quail 

阿部 武 九 三菱化成生命科学研究所 ①哺乳動物の 初期発生 

②チャイニーズハムスタ - 

東 怜 滋 賀 大 ・教育 ①血液細胞の 発生過程 

②貝類 

桑名 貴 熊本大・ 医 ・第 3 解剖 ①始原生殖細胞の 起原と移動 

②ニワトリ，カメ 

佐藤 信夫 金沢 大 ・癌研究所 ①細胞分化と 癌化 

分子生物 ②テラトカルシノーマ 細胞 

藤巻 秀和 国立公害研究所 ①マウスの個体発生における T cell, B cell の 免 

疫学的検索 

  

 
 

②マウス 

野口 武彦 国立遺伝学研究所 ①マウスのテラ ト - マ 

②マウス ( 特にテラト一％高秀 糸 ) 

く 住所変更 ノ 新 日 ｜ 

上村伊佐 緒 都立大・ 理 。 生物 埼玉医大・細菌学 

小野 記彦 ( 自 ) 調布市多摩川 5-4-1 調布市小島町 666-2 

京三多摩川コーポラス 426 

八巻 敏雄 産業医科大学設立準備財団 東京大・教養・ 生 

く 退会会員 ノ 

和 久 義夫 京都工芸繊維 大 ・ 生 

久保田順子 東大・海洋 研 

沼野井春雄 早稲田大・教育・ 圭 
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徳田 奉 邦 大日本製薬㈱ 総合研究所 

熊谷 忠、 東北大・農業研究所 

保育 造 立川市曙町 2-29-2 

新宮 暁子 残留農薬研究所 

藤波 昇 京都大・ 理 ・動物 

山本 将 帝京大・ 医 ・第 1 解剖 

牧野 彰吉 川越高校 
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